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出席者紹介

神戸レディースフットボールセンターアドバイザー

元サッカー日本代表・ヴィッセル神戸FW

永島 昭浩 氏

一般社団法人兵庫県サッカー協会

高砂 佳世 副会長

（同席）

一般社団法人兵庫県サッカー協会 小林 茂幸 専務理事

神戸レディースフットボールセンター 敦賀 孝一 所長

（公財）神戸市スポーツ協会スポーツ振興課長 馳川 潤哉



神戸レディース
フッボールセンター
の概要

設置目的
○女子サッカー、女子スポーツの振興
○ＩＮＡＣ神戸レオネッサの練習拠点
○六甲アイランドの地域振興

開設年月：平成２４年（2012年）１１月１７日

所在地：神戸市東灘区向洋中7丁目１－１

施設内容：敷地面積 １９,０００㎡
・人工芝グランド１面（105ｍ×68ｍ）
・練習グランド等併設
・夜間照明設備
・クラブハウス１棟、更衣室・シャワー室、会議室
・観覧席（２５０席）
・駐車場（５８台）



神戸レディース
フッボールセンター
の概要

営業時間 グランド ９：００～２１：００
駐車場 ８：３０～２１：００

休業日 年末年始 １２月２９日～１月３日 および
施設整備日（年間３日程度）

令和4年度利用人数：54,148人（利用率75.4％）

事業・運営主体
(公財)神戸市スポーツ協会・(一社)兵庫県サッカー協会

略称 ＫＬＦＣ



アドバイザー
就任の経緯

・神戸は日本サッカー・日本女子サッカー発祥の地

・WEリーグ初代チャンピオンINAC神戸レオネッサの拠
点、全日本高等学校女子サッカー選手権大会の会場

・日本初の女子利用を中心としたサッカー場「神戸レ
ディースフットボールセンター」(KLFC)設立から10年
経過

・2023年はFIFA女子ワールドカップ開催

・女子サッカーの振興と魅力向上、KLFCから世界で活躍
する選手を輩出する環境整備・利活用・情報発信

⚽この理念に共感し、1995年当時の想いをあらたに、

Ｊ１神戸で活躍した神戸市出身の永島昭浩氏の主導で

神戸発の女子サッカー振興プロジェクトを始動

（令和5年4月26日付け就任）



元サッカー日本代表・ヴィッセル神戸FW

◆Ｊ1リーグ通算165試合出場61得点

◆日本代表歴：国際Aマッチ通算4試合出場

現スポーツキャスター、サッカー解説者

（公財）日本サッカー協会公認S級コーチ

（公財）日本サッカー協会日本代表OB・OG会幹事長

1964年4月生まれ、神戸市出身

永島昭浩氏
プロフィール



永島昭浩氏
プロフィール

1982年 神戸市立御影工業高校3年時に兵庫県選抜で

国体優勝

1983年 松下電器産業（現ガンバ大阪）入団

1993年 Jリーグガンバ大阪FWで日本人初のハットト

リック達成

1994年 清水エスパルスに移籍。同年オールスタゲー

ムでMVP受賞

1995年 阪神・淡路大震災で実家が全壊。「街を勇気

づけたい」とシーズン途中からJFL神戸に移籍。

翌年神戸はJFL2位でJリーグ入りを決める

1997年 現役最年長ストライカーとして全試合出場し、

日本人最多の22点を挙げフェアプレー個人賞

2000年 現役引退
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永島昭浩氏
ご挨拶

神戸レディースフットボールセンター

永島 昭浩 アドバイザー 挨拶

～活動方針と抱負など～



アドバイザーの
主な活動予定

◆新たな大会誘致・開催計画、教室・イベント開催など

神戸レディースフットボールセンターの積極的利活用

を図っていくための助言・提案

➤利用者アンケートによるサービス向上計画

➤幼児など子供たちへのグランド開放

➤女子サッカー振興テーマのフォーラムの開催など

◆同センターの認知度向上と利用促進のための広報啓発、

女子サッカー観戦拡大につながる情報発信

◆女子サッカーと神戸のスポーツ振興のための神戸市

スポーツ協会行事への参画等



高砂佳世氏
ご挨拶

一般社団法人兵庫県サッカー協会

高砂 佳世 副会長 挨拶

～アドバイザーへの期待、兵庫県サッカー協会と
しての活動など～



質疑応答 質 疑 応 答



フォトセッション フォトセッション




